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小
野
友
五
郎
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
な
が
ら
親
睦
を
深
め
よ
う
と

企
画
さ
れ
た
伝
え
て
ゆ
く
会
（
杉
田
捷
機
会
長
）
の
バ
ス
ツ
ア
ー

が
４
月
15
日
に
行
わ
れ
、
会
員
を
は
じ
め
25
人
が
参
加
し
、
横
浜
、

横
須
賀
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

笠
間
を
午
前
７
時
に
出
発
、
歴
史
に
詳
し
い
南
秀
利
さ
ん
や
杉

田
会
長
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
横
浜
開
港
資
料
館
へ
。
幕

末
の
開
港
以
降
、
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し
、
貿
易
都
市
と
し
て

発
展
を
遂
げ
た
横
浜
の
歩
み
を
記
す
展
示
に
見
入
り
な
が
ら
、
近

代
日
本
の
夜
明
け
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

横
浜
中
華
街
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
た
後
は
横
須
賀
で
さ
ら
に
見

聞
を
深
め
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
日
本
海
軍
の
軍
港
と
し
て
発
展
し

て
き
た
横
須
賀
。
参
加
者
は
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
込
ん
で
港
を
巡

り
、
停
泊
す
る
米
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
は
じ

め
米
海
軍
や
海
上
自
衛
隊
の
多
く
の
艦
船
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
日
露
戦
争
で
活
躍
し
た
戦
艦
三
笠
に
も
足
を
運
び
、
往

時
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

横
浜
は
咸
臨
丸
の
渡
米
に
も
関
わ
る
日
米
修
好
通
商
条
約
の
締

結
に
よ
り
開
港
。
国
防
の
強
化
を
迫
ら
れ
た
幕
府
は
、
小
栗
上
野

介
や
小
野
友
五
郎
ら
の
進
言
に
よ
り
横
須
賀
に
製
鉄
所
の
建
設
を

進
め
、明
治
に
は
製
鉄
所
を
経
て
造
船
所
、海
軍
工
廠
（
こ
う
し
ょ

う
）
と
し
て
名
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
も
軍
港
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

︵
３
面
に
特
集
︶

幕
末
の
開
港
時
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
る
﹁
た
ま
く
す

の
木
﹂
の
前
で
=
横
浜
開
港
資
料
館

会
員
ら
25
人
が
参
加
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楽しく学んだ！開港資料館や軍港クルーズ

友
五
郎
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー
４
月
15
日
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国
に
向
か
っ
た
咸
臨
丸
に
乗
船
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
随
伴
船
と
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
建
造
の
朝
陽
丸
と
観
光
丸
、

咸
臨
丸
の
ど
れ
が
相
応
し
い
か
議
論
が

あ
り
、
二
転
三
転
し
て
咸
臨
丸
に
決
定

し
ま
す
。
咸
臨
丸
は
ス
ク
リ
ュ
ー
艦
の

装
備
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
咸
臨
丸
で

な
け
れ
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
行

け
な
か
っ
た
、
と
思
い
ま
す
。
木
村
摂

津
守
の
素
晴
ら
し
い
判
断
、
決
断
で
し

た
。

　

吉
岡
勇
平
氏
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
常
に

向
学
心
を
持
ち
、
自
分
を
変
え
な
が
ら

目
的
指
向
の
高
い
こ
と
で
す
。
結
果
と

し
て
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る

勇
平
氏
の
人
生
、人
格
を
変
え
ま
し
た
。

行
動
力
と
向
学
心
は
、
自
分
を
変
え
て

未
来
を
変
え
、
そ
し
て
、
人
生
を
変
え

ま
す
。
40
年
の
人
生
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
激
動
の
幕
末
を
生
き
た
の
で
す
か

ら
、
感
動
い
た
し
ま
す
。

矢
祭
町
長　

佐
川　

正
一
郎

　
「
矢
祭
町
の
春
告
げ
桜
」
と
昔
か
ら

呼
ば
れ
て
い
る
樹
齢
６
０
０
年
の
江
戸

彼
岸
桜
「
戸
津
辺
桜
」
は
、
今
年
は
３

月
26
日
に
開
花
宣
言
を
い
た
し
ま
し

た
。
東
北
地
方
で
一
番
早
く
咲
く
桜
と

し
て
有
名
で
す
。
開
花
と
と
も
に
近
隣

各
地
か
ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
花
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
室
町
時
代
か
ら
の
桜

で
す
か
ら
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

私
の
ル
ー
ツ
は
、
北
条
時
宗
の
子
、

泰
時
が
延
元
の
乱
で
足
利
尊
氏
に
敗

れ
、
高
野
郷
（
矢
祭
町
）
に
移
り
、
久

慈
郡
豪
士
佐
竹
秀
義
の
家
来
と
な
り
、

北
条
か
ら
佐
川
を
名
乗
る
の
が
ル
ー
ツ

で
す
。
約
７
０
０
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

吉
岡
艮
太
夫
（
勇
平
）
氏
も
こ
の
戸

吉岡艮太夫氏

辞世の句

津
辺
の
桜
の
近
く
に
生
家
が
あ
り
ま

す
。
勇
平
氏
は
１
８
４
７
年
、
こ
の
桜

を
後
に
17
歳
で
矢
祭
町
を
離
れ
、
会
津

か
ら
江
戸
へ
遊
学
し
ま
す
。
彼
の
持
ち

前
の
勤
勉
さ
と
行
動
力
、
思
考
力
で
、

こ
の
多
く
の
激
動
の
時
代
に
諸
学
者
や

武
人
達
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

最
初
の
人
物
は
、
旗
本
牧
志
摩
守
義
制

（
よ
し
の
り
）
で
す
。
牧
氏
の
祐
筆
と

な
り
、
長
崎
奉
行
へ
任
地
し
ま
す
。

１
８
５
０
年
、
20
歳
の
時
に
勇
平
氏
は

こ
の
長
崎
で
出
島
を
見
た
り
、
外
国
人

と
会
っ
た
り
し
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
世
界
の
流
れ
を
感

じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
日
本
を
、
ど
う
思
う
か
、
ど

う
す
べ
き
か
、
こ
の
考
え
が
、
今
の
私

た
ち
に
も
必
要
と
、
私
も
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
長
崎
で
重
要
な
人
物

と
出
会
い
ま
す
。
米
国
か
ら
戻
っ
た
漂

流
者
ジ
ョ
ン
万
次
郎
氏
で
す
。
万
次
郎

氏
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
沖
縄
へ
、
そ
し
て

島
津
斉
彬
氏
と
出
会
い
、
長
崎
奉
行
に

送
ら
れ
ま
す
。
万
次
郎
氏
は
、
牧
志
摩

守
の
寛
大
な
取
り
調
べ
で
釈
放
さ
れ
ま

す
。
万
次
郎
氏
24
歳
で
す
。
こ
の
取
り

調
べ
で
、
勇
平
氏
は
調
書
を
取
っ
て
い

ま
す
。
米
国
の
様
子
や
万
次
郎
氏
の
考

え
を
知
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

１
８
５
２
年
（
嘉
永
５
年
）、
勇
平

氏
は
牧
志
摩
守
と
共
に
江
戸
へ
戻
り
ま

す
。
そ
の
６
年
後
の
１
８
５
８
年
（
安

政
５
年
）、
勇
平
氏
が
書
い
た
「
江
戸

湾
防
備
策
」
が
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左

衛
門
英
龍
に
認
め
ら
れ
、
海
軍
事
務
取

調
役
と
な
り
ま
す
。
59
年
に
は
、
幕
府

が
新
た
に
創
設
し
た
軍
艦
取
調
役
を
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
ま
た
江
川
太

郎
左
衛
門
と
い
う
素
晴
ら
し
い
人
物
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
崎
か
ら
戻
っ
た
２
年
後
の
１
８
５

４
年
（
安
政
元
年
）、
55
年
に
は
、
江

戸
か
ら
南
海
に
か
け
て
の
安
政
の
大
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
58
年
に
は
安
政

の
大
獄
が
起
き
ま
す
。
大
地
震
と
社
会

事
情
が
重
な
り
、
社
会
不
安
は
増
し
、

経
済
は
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
社
会
情
勢
の
中
、
同
じ
58
年
に
開
国

を
求
め
る
米
国
と
幕
府
は
日
米
修
好
通

商
条
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

吉
岡
勇
平
氏
は
２
年
後
の
１
８
６
０

年
（
安
政
７
年
）、
条
約
の
批
准
書
を

交
換
す
る
た
め
の
使
節
団
が
乗
る
米
国

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
随
伴
船
と
し
て
、
米

吉
岡
艮
太
夫
と
矢
祭
町

ご
ん
　
だ
　
ゆ
う
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歴
代
の
水
戸
藩
主
が
宿
泊

し
、
藩
政
事
務
所
で
も
あ
っ

た
行
方
市
玉
造
甲
の
大
山
守

大
塲
家
郷
士
屋
敷
（
県
指
定
有

形
文
化
財
）
の
隣
接
地
に
３
月

末
、「
行
方
大
塲
家
歴
史
資
料

館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
大
場

家
の
貴
重
な
歴
史
的
資
料
を

管
理
、
公
開
し
て
い
く
施
設

で
、
４
月
上
旬
に
行
わ
れ
た

春
季
開
館
に
続
い
て
、
秋
に

も
一
般
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
場
家
に
は
歴
代
藩
主
か
ら
の
下
賜

品
が
数
多
く
あ
り
、
徳
川
光
圀
公
か
ら

拝
領
し
た
茶
杓
、治
保
公
の
赤
楽
茶
碗
、

斉
昭
自
筆
の
扇
面
、
印
籠
な
ど
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
３
万
点

以
上
に
上
る
古
文
書
が
あ
り

ま
す
。
春
の
一
般
公
開
で
は

こ
れ
ら
の
歴
史
的
資
料
が
展

示
さ
れ
、
資
料
館
で
は

「
４
０
０
年
の
間
眠
っ
て
い
た

貴
重
な
歴
史
的
資
料
を
後
世

ま
で
広
く
伝
承
す
る
場
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

行方大塲家歴史資料館が完成

貴重な歴史資料を展示、保管

横浜開港資料館（横浜市）

横須賀軍港クルーズ（横須賀市）

世界三大記念艦　三笠（横須賀市）

　1854（安政元）年に日米和親条約が
締結された場所に建ち、中庭にある「た
まくすの木」は条約締結の時からあっ
たと伝えられる。安政６年に開港した
横浜の歴史がわかる。1981年に開館。

　横須賀は黒船来航以後、国防の前線
基地となり、横須賀製鉄所、海軍工廠
が造られ、軍港として発展を遂げた。
現在は米海軍と海上自衛隊の基地があ
り、港にはさまざまな艦船が停泊して
いる。「 YOKOSUKA軍港めぐり」と
称した45分間のクルーズが楽しめる。

　戦艦三笠は軍事力強化のため、1902（明治
35）年にイギリスで建造された。日露戦争では
東郷平八郎司令長官が乗艦する連合艦隊の旗
艦として活躍。現存する世界最古の鋼鉄戦艦
で、日本遺産の構成文化財に認定されている。

横
浜
・
横
須
賀
バ
ス
ツ
ア
ー
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咸
臨
丸
の
修
理
に
37
日

　

米
国
へ
の
長
い
航
海
で
咸
臨
丸
は

か
な
り
の
損
傷
を
受
け
、
メ
ー
ア
島
の

海
軍
工
廠
（
こ
う
し
ょ
う
）
で
修
理
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
乗

組
員
も
ド
ッ
ク
内
の
宿
舎
に
泊
ま
り

な
が
ら
咸
臨
丸
の
修
理
を
手
伝
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
日
本
の
造
船

技
術
に
大
い
に
寄
与
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
使
節
団
を
乗
せ
た
ポ
ー
ハ
タ

ン
号
も
日
本
出
港
後
、
激
し
い
暴
風
雨

に
見
舞
わ
れ
船
体
を
損
傷
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
ハ
ワ
イ
島
に
寄
港
し
て
修

理
を
行
い
、
咸
臨
丸
よ
り
12
日
も
遅
れ

て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
し
ま

し
た
。
使
節
団
は
そ
の
後
、
修
理
中
の

咸
臨
丸
の
乗
組
員
と
別
れ
を
告
げ
、
パ

ナ
マ
峡
を
経
て
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

　

大
修
理
を
終
え
た
咸
臨
丸
は
１
８

６
０
（
安
政
７
）
年
５
月
１
日
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
戻
り
、
帰
国
の
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
米
国
ま
で
の

航
海
日
数
は
37
日
、
修
理
に
も
37
日
間

を
要
し
ま
し

た
。
木
村
摂
津

守
と
友
五
郎
は

修
理
の
合
間
に

航
海
に
必
要
な

機
材
の
購
入
を

行
い
ま
し
た
。

教
会
の
日
曜
礼

拝
や
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
に

は
目
を
丸
く
し

た
そ
う
で
す
。

ま
た
中
浜
万
次

郎
は
通
訳
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
ま

し
た
。

　

つ
ら
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
い
て
か
ら
水

夫
が
２
人
死
亡
し
て
い
ま
す
。
ま
た
帰

国
間
際
に
水
夫
８
人
が
高
熱
を
出
し

て
帰
国
が
で
き
な
く
な
り
、
世
話
を
す

る
２
人
の
水
夫
を
残
し
て
３
月
19
日

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
港
し
ま
し

た
。
大
勢
の
市
民
の
見
送
り
を
受
け
咸

臨
丸
は
海
軍
の
祝
砲
の
中
、
帰
国
の
途

に
就
い
た
の
で
し
た
。

　

将
軍
に
単
独
謁
見

　

１
８
６
０
（
安
政
７
）
年
４
月
４
日
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

諸
島
（
現
在
の

ハ
ワ
イ
諸
島
）

の
ホ
ノ
ル
ル
に

寄
港
し
、
カ
メ

ハ
メ
ハ
国
王
と

謁
見
し
ま
し

た
。
中
浜
万
次

郎
は
10
年
ぶ
り

２
度
目
の
訪
問

で
、
以
前
に
世

話
に
な
っ
た

デ
ー
モ
ン
牧
師

と
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。
万
次
郎
の

あ
ま
り
の
出
世
姿
に
牧
師
も
驚
い
た

そ
う
で
す
。
万
次
郎
は
、
腰
に
差
し
て

い
た
脇
差
の
関
の
兼
房
を
牧
師
に
贈

り
、
こ
の
刀
は
今
も
デ
ー
モ
ン
家
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

咸
臨
丸
は
４
月
７
日
に
ホ
ノ
ル
ル

を
出
港
し
、
５
月
５
日
浦
賀
に
着
き
、

翌
６
日
横
浜
に
無
事
帰
港
し
ま
し
た
。

帰
路
は
日
本
人
の
み
で
の
航
海
と
な

り
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
友
五
郎
は
再
び
築
地
海
軍

操
練
所
の
教
授
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
木

村
摂
津
守
の
帰
朝
報
告
で
友
五
郎
の

活
躍
が
幕
府
に
伝
わ
り
、
西
の
丸
御
座

で
14
代
将
軍
家
茂
に
単
独
謁
見
す
る

栄
を
受
け
ま
し
た
。
謁
見
の
知
ら
せ
に

驚
い
た
笠
間
藩
は
急
き
ょ
、
物
頭
格
と

い
う
上
士
に
昇
進
さ
せ
た
ほ
ど
で
す
。

　

友
五
郎
は
将
軍
へ
の
土
産
と
し
て

写
真
機
と
革
製
の
財
布
を
献
上
し
、
将

軍
か
ら
は
時
服
と
銀
80
枚
を
特
別
賞

与
と
し
て
賜
り
ま
し
た
。
艦
長
の
勝
麟

太
郎
を
差
し
置
き
、
単
独
謁
見
し
た
こ

と
は
、
瞬
く
間
に
江
戸
城
中
に
知
れ
渡

り
、
友
五
郎
は
７
月
に
正
式
に
幕
臣
に

登
用
さ
れ
、
軍
艦
頭
取
と
な
り
ま
し

た
。

（
つ
づ
く
）

小
野
友
五
郎
伝

杉
田
　
捷
機 5

軍
艦
奉
行
の
木
村
摂
津
守
喜
毅
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井
坂　

幸
雄

　

江
戸
時
代
の
古
地
図
を
見
る
と
、
大

川（
隅
田
川
）
の
河
口
に「
石
河
」「
ツ

ク
タ
」
と
記
さ

れ
た
２
つ
の
小

島
と
、
対
岸
に

は「
エ
ッ
中
」

と
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。
元
々

は
三
角
州
だ
っ

た
所
を
陸
化
、

現
在
も
そ
の
地

名
を
残
す
石
川

島
、
佃
島
、
越
中
島
の
こ
と
で
す
。
小

野
友
五
郎
が
関
わ
る
国
防
の
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。
江
戸
期
か
ら
東
京
湾
で
進

め
ら
れ
て
き
た
埋
め
立
て
に
よ
り
、
こ

の
３
カ
所
も
現
在
は
近
代
的
な
街
並
み

に
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

１
８
５
３（
嘉
永
６
）年
の
ペ
リ
ー
来

航
で
、
国

防
に
危
機

感
を
強
め

た
幕
府
は

品
川
か
ら

深
川
に
か

け
て
の
海

上
に
11
基

の
台
場

（
砲
台
）
の
建
設
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

品
川
台
場
で
す
。
う
ち
６
基
が
築
造
さ

れ
、
現
在
も
遺
構
と
し
て
残
る
第
三
台

場
は
都
立
お
台
場
海
浜
公
園
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
幕
政
を
揺
る
が
す
生
麦
事

件
な
ど
が
発
生
。
さ
ら
な
る
国
防
強
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
幕
府
は
、
防
備
用

砲
台
の
設
置
場
所
の
選
定
を
担
っ
て
い

た
友
五
郎
の
海
防
案
を
基
に
、
新
た
な

整
備
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
計
画
11
基

の
う
ち
５
基
が
完
成
し
、
品
川
よ
り
さ

ら
に
内
海
奥
部
で
迎
え
撃
つ
場
所
と
し

て
佃
島
と
越
中
島
に
も
砲
台
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

佃
島
砲
台
は
品
川
台
場
の
築
造
か
ら

約
10
年
を
経
た
１
８
６
４（
元
治
元
）年

に
、
越
中
島
砲
台
は
そ
の
翌
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
両
砲
台
と
も
遺
構
は
残
っ

て
お
ら
ず
、
現
在
の
中
央
区
月
島
と
江

東
区
越
中
島
の
東
京
海
洋
大
学
に
跡
地

だ
っ
た
こ
と
を
示
す
掲
示
が
あ
り
ま

す
。
越
中
島
砲
台
は
大
学
の
職
員
会
館

周
辺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

構
内
に
は
当
時
の
構
築
材
と
み
ら
れ
る

石
垣
石
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
に
よ
り
現
在
は
佃
島
と
陸

続
き
と
な
っ
て
い
る
石
川
島
は
、ペ
リ
ー

来
航
を
受
け
、
水
戸
藩
が
幕
府
の
命
を

受
け
て
日
本
初
の
洋
式
造
船
所「
石
川

島
造
船
所
」
を
創
設
し
た
場
所
で
す
。

墨
田
川
沿
い
に
あ
る
石
川
島
公
園
に

「
日
本
初
の
民
営
洋
式
造
船
所　

発
祥

の
地
」の
掲
示
が
あ
り
、「
造
船
所
は
洋

式
帆
装
艦『
旭
日
丸
』
を
は
じ
め
、
日

本
人
に
よ
っ
て
設
計
、
建
造
さ
れ
た
最

初
の
蒸
気
軍
艦『
千
代
田
形
』
な
ど
数

多
く
の
艦
船
を
次
々
と
建
造
、
造
船
技

術
を
通
じ
て
わ
が
国
産
業
の
近
代
化
に

大
き
く
貢
献
し
た
」
な
ど
と
記
さ
れ
、

千
代
田
形
の
写
真
も
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

千
代
田
形
は
小
野
友
五
郎
ら
が
幕
府

に
進
言
し
、
友
五
郎
自
ら
船
体
を
設
計
、

石
川
島
の
造
船
所
で
建
造
し
た
軍
艦
で

し
た
。
石
川
島
造
船
所
は
明
治
期
に
民

営
化
さ
れ
、
現
在
、
そ
の
流
れ
を
く
む

の
が
大
手
企
業
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
で
す
。

江
戸
絵
図 

文
化
７
年

国
防
の
地

　
石
川
島 

佃
島 

越
中
島

友
五
郎
の
足
跡
を
訪
ね
て

右側海岸の突起部分が越中島
砲台＝明治11年東京全図から

造船所の掲示がある
石川島公園

越中島砲台があった
東京海洋大学の職員会館



6

第５号

　

伝
え
て
ゆ
く
会
３
人
参
加

　

昨
年
10
月
に
笠
間
稲
荷
神
社
で
開
催

し
た
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
で
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
た
メ
ン
バ
ー
ら
が
所

属
す
る
咸
臨
丸
子
孫
の
会
（
藤
本
増
夫

会
長
）
の
総
会
が
２
月
１
日
、
東
京
都

内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
孫
の
会
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
小
野
友
五
郎
を

伝
え
て
ゆ
く
会
で
は
、今
泉
寛
副
会
長
、

石
崎
文
夫
事
務
局
長
、
井
坂
幸
雄
の
３

人
が
出
席
し
、
子
孫
の
会
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
子
孫
ら
50
人
が
出
席
し
、

活
動
報
告
や
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ

れ
、
会
発
足
30
周
年
に
合
わ
せ
て
発
刊

と
な
っ
た
記
念
誌
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
新
会
員
と
し
て
伝
え
て
ゆ
く
会
の

３
人
も
紹
介
さ
れ
、
あ
い
さ
つ
で
咸
臨

丸
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
お
礼
や
今
後
の
交

流
促
進
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
総

会
に
続
い
て
開
か
れ
た
懇
親
会
で
は
、

笠
間
で
の
咸
臨
丸
サ
ミ
ッ
ト
が
話
題
と

な
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
開
催
し

て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
友
五
郎
の
玄

孫
で
子
孫
の
会
と
当
会
の
会
員
で
も
あ

る
小
野
孝
太
郎
さ
ん
が
ミ
ニ
講
演
を
行

い
、
友
五
郎
の
生
涯
や
自
ら
の
生
き
方

を
語
り
ま
し
た
。

　

配
布
さ
れ
た
記
念
誌
『
咸
臨
丸
子
孫

の
会　

30
年
の
歩
み
』
は
、
１
９
９
４

年
の
発
足
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
活

動
や
会
員
の
寄
稿
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

会
の
足
跡
が
ひ
と
目
で
分
か
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
泉
副
会
長

　

小
野
友
五
郎
が
執
筆
に
関
わ
っ
た
測

量
術
の
入
門
書
『
量
地
図
説
』
を
当
会

の
今
泉
寛
副
会
長
が
現
代
語
訳
し
、
昨

年
、発
行
し
た『
量
地
図
説
を
読
む
』が
、

県
内
の
全
公
立
図
書
館
65
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
最
寄
り
の
図
書
館
に
行
け

ば
、
多
く
の
県
民
が
同
書
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
の
寄
贈
は
県
立
図
書
館
を
通
じ

て
行
わ
れ
、
３
月
21
日
に
今
泉
副
会
長

が
同
図
書
館
を
訪
ね
、
小
田
部
修
一
館

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

多
彩
な
顔
触
れ
が
そ
ろ
っ
た
咸
臨
丸

子
孫
の
会
の
総
会
。
同
席
し
た
木
村
摂

津
守
の
玄
孫
吉
村
尚
子
さ
ん
か
ら
は
驚

き
の
情
報
が
。
最
年
少
会
員
で
も
あ
る

孫
娘
の
話
を
盛
ん
に
す
る
の
で
、「
か

わ
い
く
て
仕
方
な
い
ん
だ
な
」
と
思
っ

て
い
た
ら
と
ん
で
も
な
い
。
そ
の
名
は

吉
村
妃
鞠
こ
と
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
。
国
内

外
42
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
を
飾
っ
た
世

界
に
誇
る
13
歳
の
天
才
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
だ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
と
も
共

演
。す
ご
い
子
孫
が
い
た
も
ん
だ
。（
井
）

編

集

後

記

会 員 募 集 中
　本会の趣旨にご賛同くださいま
す個人、法人及び団体の皆様のご
入会をお待ちしています。
　下記アドレスまたは
QRコードより、ホーム
ページ「入会のご案内」
をご覧ください。
https://tomogorou.com

咸
臨
丸
子
孫
の
会
が
総
会

　
　『30
年
の
歩
み
』を
発
行

『
量
地
図
説
を
読
む
』

　県
内
図
書
館
に
寄
贈

茨城新聞


